
＜日本史探究®>鎌倉時代｀®蚤和書： P92～痣
回守護と地蒟
( (1. )年におガれた地頭iは国単位に和沢、 (1. 知呼1拓た。当初
(3 )バ蜘濯峠忍られていたが、詈族の反発が強く、翌年に停止ざ象。

一方守譜は、 (2)(/)罹熙のうち (3)徴奴の罹利を陪ぃで、一国の軍事指揮権([)
認型め庄たもので、(4- )と呼ばれた。 (2とも呼釦ていた）

＠吋尋l」として各国に 1人ずつお加、主に乗国出身の有力併家人が任命
され、地頭と兼任した。その任務は（5． )年で、国内の領家人を指

揮して治宅の維特にあたリ．戦時には国内の武士在統率した。 (5)の内容は、

諸国の徊家人を、天皇院の宿所を警護させ訊6. )に就‘が合助
であ=@(7. )・ (8. )の逮蒋・（9. )の逮捕‘である。
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®兇頭iは侑宅人の中ガら任命され、おもに平家没官領を中心とする謀叛人の
所領話にあ‘ガれ志ことにな某。これは（IO. )ごとにお力れたものなわで、
字迄

壮郷地莞ともいう（←地寿を指すのはコッチ）。その任務は、 (l1. ) 

や土地菅廻治宅維持なと、であ泰。

回封建制度
①将軍と (12. )との主従胴係が幕府支配の根幹とな平。当蒔の武士
は、麟領主の出身者が今＜、先祖硲引き継いだー族の所領を維持したい、

と障，ていた。そこで将軍は (I.2)を主に地頭に任命することで、先裡伝来の所領

の支配楷を保隆す~(13. )や功緯によって新たな所箔の支配を

与謬（K． )によって ((2) に (1!5'. )を与えた。

(1)鎌倉詩代に将軍と主従関係を結んだ武士のことを？ ( 疇応（1）に先祖伝来祖澤支配を保障することを？（ } 
(3)功績にふで、将軍が新たな領地を (I)に与えることを？ ( 

®この（Is)に対して ((2) は蕪は時には軍役を、平時（零 (6)や幕府徊所を警護
する鎖経遥後なとの (16. )には9私忍。

(l)将軍の与える恩患叶旨家人の奉仕のことを？ ( ）と（ ) 



®このように土地の給与を通して主人と従者が (I~. )と (96. )の
疇 I諷よって結ばれ却制度を (17. )とし＼う梨鎌倉慕府は（（7）に基づ

いで成立した最初の政権怠た。

＠全国の智家人を統率するため澱顆輯ぉ各地に梵噴機関を袈置した。 lI記年

には九叫如 (l8. )を寮者に (l9． ）［萌廷と幕府との交渉

｀目的］を、 I ISC/年には東北に(~. )這習しt~。

叫蕊疇鱈碑畔、鄭土との交渉なとの目的をもって設置された、
鎌倉慕府の機関は？ ( ) 

＜芭

®琴頼鞘は118弄に疇知公賽であった<.21 >を蒻翫意向

を朝廷に反映ぎるために、（ね ）とい岳笈職に任命した。

⑥椒翫財政基蓋は、莫大な荘園であ辛。その1つである（お． ）は，
もっ力‘ん山今

平氏ガら奪菜平家没官領が主で印0ヵ所ほとあ菜。まミ将軍が厨行国主となさ
（洸． ）は (2s. )力国あた。また幕府炉噴ゃ国府嘩用告人に

命じて土地台慄であ~ (26. )を作成させた。

（旧嫌倉慕府の経済的基盤のうち、将軍が荘園領主として支配した荘園を
何とい-:>? ( ) 

®慕府と朝廷との関係は、 (27 )と呼ばれる華廷の法令ゃ宣旨で定めら
れていて誹廷と幕府がそれぞれ支配している (28. )の状泥t--=茶。

幕府は東国以外でも支配の実権を梱ろうとしたために、守護・地蒟と国司・

荘園箱主とのあいだで次家に紛争が偽くなリ幕府と鞘廷の対立が強まよと。
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回北条恥囀
①疇ヵのある麟嘲疇代には将軍疇政治四、加認‘l1呵疇

が没すると、（刃． ）が毎約をの1訳‘した。 (29)は、頼朝の妻＜30. > 
の実家で、平氏の血をひくー朕であ来。ぼ））は、頼朝の後を継ぃだ‘<3l. >
の独裁をおさえるため、父である＜32. >を中心とする有力徊索人

十三人の (33. )によ訊て政治を行うようにした。

直頼朝の死後繋ヵ在のばした一族は？ ( } 
(2) 源頼朝の妻になった人物とその父親は？（ )&( 
(3)漁頼朝の死後、 2代将軍とな傘人物は？ ( ) 

＠こうしたな力‘有力な侶索人のあいだ‘で諏府の主専惟をめぐる争いがおこリ、 1200

年には石裾山の恥いで活躍しt.:=＜弥 ＞が鞄死し、 1203年には、 (31)の

妻の父くぉ． ＞が (3()と結んで北条氏打仔I」を企てたが失敗し、 (32)

によょ滅ぼぎ策。このとき (32) は、 (31)を（35. ）の（初． ）に幽閉し、

翌204年に暗殺した。

⑨120奔、（辺）は将軍の (31)を廃し弟の＜38. >を将軍に立て．みず分らは
おおえのひヨもと

丈江広元と並んで（刃． ）にな3で政治を主毒し、彼の地位は（初． ) 

と呼ばれた。幕府政治の実権を握平 (32)は、図5年には、有ヵ智家人であ泰

<4l. >這｀ぼした。

(1)錬倉幕府の 3代将軍は？ ( } 
(.2) (I)を将軍に立で、政所憤嘩になって政治を主尊した人物は？（
(3)(2)は政所別当に就任す琴歪、最初の何とな某？ ( ) 

④ 120~年 (32) は自らの後李の娘婿を将軍に立てようとして失敗し配函、弓（返拉•

られた。その (32)のあとを維いで (3q)とな諜ミ子のく42. >は 1213

年有力徊家人の <43. >を滅ぼして、（約に加えて

（舷 ）も兼任した。これに回（佑． ）叩也位は高まリ、以後、
（佑）は実権左にぎる北条氏の地位を指すことばとな菜。

(1)父である北条時政を引退させであとを継いた‘人物は？ ( ) 
(2} 1213年 I~ (I ）はある有力徊啜び人を；威ぼしたガ更⑦人物は？

() 



回源氏の澱亡母＜欠の乱
①後白河法皇の没後、＜妬．
回復をは力‘::,ていた。（必）は、新たに (47.

力を強化した。

(I)鎌倉幕府成立後、院政を限始しで萄姦恥翠ヵ左回復させようとする
殷きの中心にな来人物は？ ( ) 

®その中で 12l9年、上皇との連携をは芯ていた将軍＜崎． ＞が：鎌倉
滋細心叙竿，

の箇息岡J＼播呂で．源頼家の子＜伶． ＞によって暗殺され源氏の血窮が

絶えた。そこで、く位． ＞は、摂腺家方ら幼少の＜印．

を迎え、四6年に将軍に任じられた。以後針t、つづ‘く摂胴家’出身の将軍を

(5(. )という。

(\)鎌倉慕府がば将軍として、京都応迎之られたのは？ ( ) 
(2)鎌倉幕府が六•5代将軍のことを何と呼んだ・カ‘? ( ) 

®担わ疇取牛をきふtに、（や）の皇族を将軍にまね＜交渉を (46) は拒否し、

（切． ）年、く臼． ＞追言寸の宣旨を発し畿内•西国の武｀士を敷爾

して挙兵した。以fし東国の武｀士の大為翫ょ＜辟． ＞の呼び‘力‘けに応じて
ときふさ

恕符側に結集し瓦幕府は、（お）の子＜応． ＞、弟の時房が率いる軍を菩酢
に送り、わず力‘1冠‘月で勝利をおさ麟。これが（お． ）である。

(1)後鳥和這遭烏鰭を発しておこした鎌倉慕府打釦遠ぃき？
() 

(2)(1)のとき追討の対象とな慕人物は？ ( } 
(3)(2)の子で (I)で京都に攻め上が‘った人物は？ ( 

®この(b°6)の後幕府は後鯰・丑枷片．濤曇(J)3..t菫を、それぞれ（切． ）・
（お． ）・（団 ）に齢羨し、ぐ幻． ＞天皇に力えて食蓋誓天皇を立てた。
そして庶惹に (61. )を、従来の京巷守護砥‘ゎょで誤置し、朝廷
の監祖と、西国における徊案人統制ゃ行政・司法を担当させた。

\1)承知の乱後、後鼠弔上皇 lぶとこに流さ代た力‘? ( 

(2)承欠の乱後、新たに宦都団装置した幕府の微胴紅（

＞が院政を疇し、朝廷の執力
）を置ぃで華姦の軍事
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